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WEF, LHL, SOEAYRYEIR, 74 7Y VIBERISYVERMIMRESERAL. 2488, LT MEY EVBSHEMuER
TWEY, CORVAYEL, FABEOREICBSL TL208EMAHYET., COBGFICEK. BLErrvEEI—-RT54
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	応用
	抗原情報
	背景
	フィブリノゲン様タンパク質1はフィブリノゲンファミリーの一員です。このタンパク質は、フィブリノゲンβおよびγサブユニットのカルボキシ末端に相同性を有し、フィブリノゲンおよびフィブリノゲン関連タンパク質の4つの保存されたシステインを含んでいます。しかし、このタンパク質は、フィブリン血栓形成に必要な血小板結合部位、架橋領域、およびトロンビン感受性部位を欠いています。このタンパク質は、肝細胞癌の発生に関与している可能性があります。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする4つの選択的スプライシング転写バリアントが存在します。[RefSeq提供、2008年7月]
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	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	FGL1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	FGL1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	FGL1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による FGL1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による FGL1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。

